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	研 究 計 画 書

	１．研究の概要：　※200～300字程度：研究者以外の方にもわかるよう、平易な表現で記入すること


	２．研究目的：　※100字程度：本研究の目的を記入すること


	３．研究意義・期待される成果：　※200字程度：本研究の必要性と重要性について記入すること

	４．研究方法：　※研究の方法論、データ分析方法などを具体的かつ簡潔に記入すること


	5． 研究対象者の選定方針など：　※研究対象者の選定、選択における任意性の確保など
1 研究対象者抽出方法：　□　無作為抽出　□　一般公募　□　施設からの紹介　□　その他（　　　　　　　）

2 研究の途中で協力をやめる具体的方法、研究を拒否しても不利益を受けない権利を保証する方法：

　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	６－１．収集する個人情報：　□　なし　　□　あり（内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

－２．取扱責任者：　所属　　　　　　　　　職名　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　

－３．個人情報の匿名化の方法：　※該当箇所をチェックし、その理由を記載すること
· 匿名化しない

· 連結可能匿名化（個人を識別する情報を取り除き、新たに符号または番号を付けて匿名化し、対応表を作成する）
· 連結不可能匿名化（個人を識別する情報を取り除き、新たに符号または番号を付けて匿名化し、対応表を作成しない）
· 外部提供機関で匿名化

· その他（個人情報を収集しない、匿名化できない資料を収集する等）
その理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	７．収集した個人情報やデータの保管および廃棄方法：※保管場所、保管期間、廃棄方法など具体的に記入
保管責任者：　所属　　　　　　　　　職名　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　
具体的措置：

	８．研究の説明と同意を得るための手続き：研究参加の説明方法と内容、同意を得る方法、同意撤回の保障等について
　


	９．研究対象者に対して期待される利益、研究に伴う必然的におこる不快な点、予想される危険や不利益、終了後の対応：　　
1) 期待される利益
2）研究に伴う必然的におこる不快および対応

3）予想される危険や不利益等の内容および対応：（研究中あるいは研究終了後の身体的・精神的影響を含む）
4）事故・紛争・利益対立等が生じた場合における補償：□　なし　　□　あり　（→以下に記入）
　(研究対象者及び研究者に対する補償（研究協力者を含む）、事故などが生じた場合の対応方法・連絡先)
5) 研究終了後の対応：研究結果を対象者に還元する方法、データは研究目的以外に使用しないこと等について


※本計画書をＡ4用紙3ページ以内に収まるよう、わかりやすく具体的に記入すること。
※人を対象とする研究で薬剤や器機等を用いる場合は、安全性確認のため必要に応じ効能書き等の資料を添付すること。

※本計画書の内容では説明が不十分な場合などは、「研究計画調書」や別添で参考資料等を添付すること。

（その場合、「研究計画調書　●ページに記載」「別添●の資料参照」等と表記すること）。
